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八郎潟干拓地における大豆の安定多収栽培
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1　は　し　が　き

大豆の効率的な施肥法を考えろために，重窒素硫安を用

いて枠試験を行い，施肥窒素が窒素吸収に及ぼす影響と・

表1試験区の構成

アセチレン還元法により根粒菌の窒素固定立を間接的に算

出し，大豆の室素吸収由来について検討した。

2　鼓　験　方　法（表1）
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1． N －0 ダ区 0 0 0 0 10 10 1） 勘は 10 ％E X C E S S 硫安を使用。

2． N －1 才区 ※ 1 0 0 0 10 10 2） N は硫安， P20 5は重過石， E 20 は塩加

3． N －3 才区 ※　3 0 0 0 10 10 3） 7 菓期は56年 7 月27 日に追肥。

4． N －6 才区 ※　6 0 0 0 10 10 4） 開花期は鮎年 8 月12 日に追肥。

5． N －9 ㌢区 ※　9 0 0 0 10 10 5） 幼爽伸長中期は弘年 9 月1日］に追肥。

6． が－1才， 7 葉期追肥区 1 ※　2 0 0 10 10 6） 施肥は全層混和

7． N －1才， 7薫期・開花期追肥区 1 ※　2 ※　2 0 10 10 7） 追肥は表層散布 し培土。

乱　 N －1才，開花期追肥区 1 0 ※　2 0 10 10 8） 枠試軌　 細亡れ×60 ぐれ2 連制

9． N －1タ．幼爽伸長中期追肥区 1 0 0 欺　2 10 10 9） シロセンナリ， 1 株 2 本立て． 14．7 本／ぷ

10．無肥料区 0 0 0 0 0 0 10） 単位はグ／㌶

蓑2　収量詭査結果

3　拭　験　結　果

11）生育・収量

全重及び茎重は基肥窒素の増加に伴い多くなり，（表2），

全重では，N－3才区の607才／戒が最高値であった。しか

■し，それ以上の多基肥になると全重の低下が著しくなり，

N－9才区ではN－1才区の540才／諺に対して20％の低下

であった。また．窒素追肥では全重及び茎重が基肥窒素1

㌢区より少なく，特に，開花期の窒素追肥区（7，8区）

でその低下が目立った。

椅子実垂は全室を反映し，施肥窒素に対する反応もほと

んど全重と同じ傾向にあろ．N－1才区の精子実収量300

才／戒を100とすればN－3才区で8％の増収になったが，

他区はいずれも減収した。

百校重は施肥窒素による差が認められなかった。

（2I　根粒の着生と活性の推移

根粒は生育が進むにつれて着生数を増し．（図1），特

に，7葉期から開花期にかけての増加が急激であろが，最

大繁茂期以降の増加はほとんどみられない。基肥窒素と根
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1． N － 0 区 536 ．3 138 ．7 2％ ．5 9 9 23 ．1

2 ． N － 1 区 540 ．5 134 ．0 3（札 9 （100 ） 23 ．1

3 ． N － 3 区 的 7 ．0 156 ．2 324 ．0 108 22 ．7

4 ． が － 6 区 488 ．7 121 ．6 誠 2 ．0 87 刀 ．6

S ． N － 9 区 435 ．4 110 ．6 23 2．6 77 2 2．8

6 ． 7 葉 期 追 肥 区 496 ．0 120 ．5 27 9 ．2 9 3 23 ．0

7 ． 7 葉 期 ・開 花 期 追 肥 区 434 ．3 114 ．2 217 ．3 7 2 2 2 ．0

8 ． 開 花 期 追 肥 区 454 ．3 118 ．8 23 9 ．8 8 0 23 ．2

9 ． 幼 爽 伸 長 中 期 追 肥 区 50 4 ．8 126 ．5 28 0 ．2 9 3 2 3 ．5

10 ． 無 肥 料 区 393 ．6 103 ．5 194 ．8 6 5 21 ．8

粒の着生数との関係はN－1才区とN－3才区が同じよう

に推移し，7葉期で200個／株，開花期で500個／株になり

幼爽伸長中期には600個／株に達する。これに対し・無窒

素区や多基肥区では根粒の着生が少なく，特に・N－9才

区では全生育期間を通じて少なかった。
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図1　基肥窒素と根粒の着生及びアセチレ

ン還元量の推移

根粒の活性は根粒の着生が多くなると高まり，N－1才

区とN－3才区では4葉期から幼爽伸長中期まで増加し，

約100〟mOlルr／株に達する。無窒素区の根粒の活性は各

生育時期でN－1才区・N－3タ区より低く．7秦期から

開花期にかけて→時停滞するのが特徴である。多基肥のN

－6才区は7葉期まではN－1才区・N－3才区と同じよ

うに増加するが，7葉期の60′lmol／hr／株を最高にそれ以

降はほとんど増加しない。また．N－9才区はN－6才区

と同じように推移するが，その活性は生育初期から低い。

（3）大豆の窒素吸収由来

開花期の全窒素吸収量はN－3g区で7才／滋と最も多く

（図2），N－6才区・N－9才区では少ない。窒素吸収

由来をみると．施肥窒素吸収量は基肥窒素の増加に伴い多

く，その割合も高まる。固定窒素はN－3タ区までは約2

才／戚であるが，多基肥になるとその国定量は少基肥の城に

低下する。地力窒素はN－3才区までは5㌢／㌶であるのに

対し，多基肥では鳩に低下する。これを，施肥窒素：固定

窒素：地力窒素に大別するとほほ1：4：Sになる。

N N N N N　平　　　　N N N N N平凡

品最長是均　　最産品是均例
図2　基肥窒素と開花期及び最大繁茂期の窒素含有

率並びに開花期及び落葉期の窒素吸収由来

落葉期の全窒素吸収量はN－3才区の25ヂ／諺が最も多

く多基肥では減少する。施肥窒素吸収量はN－9才区で0．8

才／戒と最も多いが全窒素吸収壁に対する割合は5％で依然

として低い。固定窒素は基肥窒素の増加に伴って減少し，

固定窒素の増減が全窒素吸収量を支配している。地力窒素

の吸収量は10才／㌶～12ダ／扉にあり，基肥窒素はこの時期

の地力窒素の吸収に対してほとんど影響しないものと考え

る。以上のことから，落葉期の窒素吸収由来は概ね1：5

：4となり，開花期より固定窒素の占める割合が高くなろ。

（4）窒素追肥と窒素吸収

窒素追肥時期によって最大繁茂期の根粒の着生にはほと

んど差がない。この時の大豆茎葉中の窒素含有率は追肥に

よって高まる傾向にあり，特に，7葉期と開花期に2回行

った場合に高い（図3）。
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図3　生育時期別窒素追肥と最大繁茂期の

根粒数及び茎葉中の窒素含有率並びに

落葉期の窒素吸収由来

窒素追肥により落葉期の全窒素吸収量は基肥窒素1タ区

より少ない。施肥窒素吸収量は窒素追肥により高まるが，

全窒素吸収量に対する割合は5～7％と極めて低い。固定

窒素は窒素追肥を行うことにより少なく，特に，7彙期と

開花期に窒素追肥を行った場合に著しく低下し，根粒の窒

素固定能が抑制されたものと考えられる。また，地力窒素

の吸収量も窒素追肥により少なくなっている。このように，

窒素追肥は茎葉中の窒素含有率を高めるが，根粒の窒素固

定を抑制し，大豆の乾物生産や窒素吸収に結びつかない場

合のあることが知れた。

4　摘　　　　要

八郎潟干拓地の低湿重粘土壌でシロセンナリの窒素吸収

由来を施肥窒素：固定窒素：地力窒素に大別すると，開花

期では1：4：5．落葉期では1：5：4となり．大豆の

窒素吸収はほとんどが周定窒素と地力窒素であった。窒素

施用法は3年間の試験結果から，基肥窒素は3吻／108とし，

窒素の追肥は必要ないものと考える。更に，500毎／108

以上の多収を目差すには豊熟期間の窒素供給が重要となり，

根粒による窒素固定が発揮しやすい環境をつくることも必
要である。


